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はじめに

一昨年度より利尻町内の茜地場の集落誌を取り上げ研究調査をし、その結果を報告してきたが本

年度は神職(ベョウタノケウシ)について報告する。

この報告についての内容は調査の聞界、また、賢料不足等の事情があって充分なものとは言え揮

L、。

特に移住凋拓の年代についての調査には多くの困難が多〈、推定、推醐といっ半噛時より舶なく、

他の集落に比較しては早い年代と考えられる賢料がある。

あらまし

神融は酋に隣接する長浜(ホマワノド〉と車に境界を接する政泊との中に位置する、約 1 粁程の車

西聞の小集落でイIii法志地区中最少である。

ここの居住者は移住当時より、久迎、長棋両県高の住民とは典なり、一部利尻西部よりの移転者

を除き、鬼脇、仙法志の旧両村の各袋詰から再来住者が多〈、従って生活圏もこの両村であった。

祖先並びに居住者の出身県に於いては定住し、そして、提高が次第に形成されるに世って集団化

されており、どの集落よりも定住容が怪い。

この聾落も同様に移住当初より、輔定置建網漁揖への現用封曲者が殆どで、以前の臓業は必ずし

も漁業者ではなかった。

蹄漁期以外は自給自足の畑作操業、務林伐聾等で生活を支えていた者が多〈、大半は零細漁民で

占められていた。

近年は、昆布、ウニの録取のみの漁業者であり、この漁期間内に於いても土木理睦へ労働者に

なっており、中年労働者は他白聾落に比して若干多いものの、過疎化現象i孟晶も進んでいる。
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l 、地続

OJ 地名地軒並びに艶象

この集落の地名には 2 つの由来がある。情論現在の地名ゆ急落の呼び名)神磯と言われる前の、

ぺ通ウタ Jケウシの呼び名である。

i つには、 rr ベョウタンケウ J は油川の意味で、 「ウシ」は筒形の事で 』と言う古老の結

b' ある。

2 つには、ペョウタ〆ケとは「婦女が捕って声をはりあげて呼ぶ」ことで、 Fウシ J は場所を葺

す。ペョウタノケウンとは、帰り舶を迎える蛇、教いを呼ぷ場匹、または、合図をする処由意。

アイヌは歓地の時にもぺウタンケをしたものだが、また、平時白変のある時、もしくは敵に襲わ

れたときなども多数のメノコ(女の子〉を岩頭に立たせ、その鋭い予告を利用して、仲間を呼ぴ集め

たものだという .それが避に地名になったものだといわれている。

ベョウタンケウ νから神磯へと寵わった年代は不明ではあるが、おそりくは昭和 12 年の地帯置正

時と考えられる。また神砲という名の意味は、鞍後までベヲウタンケウン→ベョウダケ γと一般に

呼ばれていたが畳近では宮う人がいはし、

地械の範囲は現在の藤井富太郎民宅より石橋昇民宅の間をいう。

海舟輯に沿って町遣と道日置があり、軍国もこれに沿ってある。この間に 2 つ空川及び沢があり、

従って措も 2 1;、所ある。

海浜の澗から宮っと閣の澗から竹部の澗に韮る地域である。

地形は長浜のように牌風状の断崖は小さく段丘となっていて、浜は両端は岩浜で澗があり、中間

は石の換である。

段丘より槌までの一帯は原野状態で樹木が散在する程度で森林はな L、。鰭は近年の植林が進み、

エゾや卜ドの各給。白糠が自につくようになった。他は担曲がり竹が密生している。

気象条件は仙桂志地区内殆ど長浜と変わらないが、地昨に差違がみられる。

東町風(ヤマセ)はこの地で終わり、園西、北の風は久週、長浜ほどで l;t fJ. いがこの地点で韓分

か弱い。

その巨額に陣雪量の多い年は丘から炊き嵐 tぎれた哲が家屋を埋める塙告もある。

時化については雄高の河端に岩石海岸があって風向を遮る位置にある為に、それ程の大波になら

伝い。それは南、北西等の風の場合で、海に出漁する晶夫にとうでは若干有利である。

(21 移住年代とその経路

開柘移住の最初 jの年代は利尻島中の聾蕗では般も遅いが、 f山怯志地区内としては明治初年に捕る

事ができ、比絞的阜、、。

古文曹によると瞬治 12 年 3 月 31 日利尻郡戸散置によると、 r字ベウタンケウソ本籍者 」とあ

り、また、明治 17 年の利尻郡戸数豊中にはベウタンケウンが表記され、既に本籍、寄留各ーとある

が場町婦の特定と居住者氏名が認定できない。
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現存する畳料から推ilIJ陪れるのは、今井和助民党代の三之助氏、次に年代が下がって、横野馬吉

正、そして伊勢力蔵民等が最初回居住者と考えられる。

車に、今井和助氏古曹に見られる帥定置建場所吻荷曹には綬に、鬼畑村在住の巻捌雄作、調I達方

政両氏の観定置建唱があった事から、この両者をも考慮する必聖がある。

既報告の通り、明治23年以降定住吉が急増している事から、この地埴の定住者も増加したものと

考えてよい。

移桂者の経路は殆どは旧鬼脇村の各地域からの再移住で若干Iii日仙法志村東部かりである。

Eに出身県別に、 Eル台31年から 5 年陪の来住者(定住者並ひ'に寄留者を吉む)をみると、ペウタ

ンケウンには126"であった。

即ち、秋田衆が32名、津軽衆が21名、越中期が10名、越後衆 8 名、加賀期 6 名、宮城、山昨が各

4 名、福井、岡山の各 2 名、岩手、霊娘、費減、東京、栃木、群馬、広島の各 1 名で、後は道内叩

名、島内 7 名になっている。

このようにこの集落に世いても秋田衆が最も多く、津軽衆が次に多くなっている。

特種的な点は匝幡衆が皆無であり、越中衆がやや多く、越前衆が宮外に少なく、越後衆は他集落

に比しては多い。

また、大正 7 年に 100戸の民家も現在では26戸に激措している集落で、今桂も過疎化は進む状況

にある。

131 1 年羽の暮らしのあらまし

ここに転住し居を構えた人々は特に定哲性がなく、職睡も多く、百姓に木俊、そして、大工石

工梯毘柾屋 とび噛等で陣漁業に従事しながら生計を立てていた手間取漁夫であった。

1)容

約 1 粁「悶守の距離に 3 か統治、ら 4 か杭の髄建網漁塙があった。殆どの住民は何れかの漁場に崩し、

袋引き、沖揖げ、身欠、魚粕などの作業に、また関連する聴の専属雇用として働いた。

自家営業の豪 l鯛漁者は1>なく、戦後になって独立難者は増加したが、 itt 激から皆無に終わり多額

の惜金を背負い苦しんだ。

ホマワンドに近い所の住民はホマ拾いをして生計を捕った漁民も若干いた。

2) 亜

蝿鳩が終わり製品を出荷し終わって郷土祭典を持つ。これは 6 月中旬のことである。

明占の収入の大半そ占める蹄撤収入は大きく、また、支払いさえも多額に上がり、年 2 固に収支

決算カ匂子われている最初の時で、最気、不景気の胸算用の白黒の 1 年の決着がつく時期である。

お祭り終わって自給自 E用のジャガイモ、カボチャ、宣類などの畑作作業に精を出す。

畑作業が終わって見布の採取準備で、澗や干場作りの仕事が始まり、 7 月下町から昆布漁に人
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り、その合間をみては大国蒔きが行われる。

9 月 杯まで続く毘布漁矧問中、畑の手入れ、見術作り、検査そして出荷、一段落して秋の作物

の取り入れ作業と重労働が続く。 8 月中旬のお盆の行事はどんなに忙しくともきちんと行われたの

である。

3) 秋

秋の取り入れが終わ勺て、天草躍り、そして臨噛が始まる。

また、この時期は冬期間中(越年という)白食物、融料の貯蔵の作業が行われる。ジャガイモ、

キャベツ、豆頼、カボチャ、大根等、自宅の地面を掘った穴践に、そして姻土盛貯蔵、演噛@東

油、魚の臨銘)伝どがあり、開料にする薪材、眼曲がり竹の竹切、石院などの準備作業、家屋の中

に入る雪や凪を防ぐための冬聞いが哲の降るまで続く.

4) 冬

年内は飽漁やタコ漁が続き、年明けて海器類の採取して生活盟を怖い、他はまだ来る錬に喜多を馳

せずこのである。

山林の伐り出しは自家用の問料とした。また、 l 、 2 軒ながらこの地棋で鱈抗聾者もいた。

このlI!落も向遍かの大吹雪に依って家屋が埋世されて路物を守る為の雷掘り作業が繰り返され

た。

道路は雪で遮断され、井戸から肱料水の汲みかつぎは困離になり雪を培かして檀周した。

板して般に春をじっと持つ生活であった。

5) その他

この集落￠住民は般に物心両面に世いて大変厳しいものがあった。

日常生活に究かせない飲料水は全部井戸水を利用する他なく、ここでは 6 カ明庁井戸があった。現

在の場所で査すと次の通りである。

水道施設付近 旧竹部漁場番臣の井戸

寺田宅付近旧北野屋漁場番屋の近く

田中良一宅付近 中田宗吉沃度製造用

藤井敏幸宅側 旧安江漁番屋の近く

中島義富宅倒

旧林かね漁場番屋内の井戸

このように漁場中心が多く、比較的近距灘間にあったが冬期間に何遍かは大吹雪の為に利悶でき

なくなり不便を極めた。

また、蹟湯嵐呂もなく、マサノドマリ、マオヤニへ通わはければ俗らなかった.個人的に私宅に

風呂のあったのは教える程しかなかった。
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昭和'5年にこの地埴の山溜良質の水面が尭見され、岡田年に簡島水道が完成して各家庭に腔ける

生活が改普された。

1'1 道路(交通〉

神磯地域内の適時は平で道々と町道の分岐点の道々の板道の外になく、家屋の立並ぶ所には塩は

ない。

中間に 2 か所の橋があって丸太楕であった。過去何回かの改修工事カ匂子われたが神暁槽は神碑III

に昭和"年同月完成し、待久捕は輔名川に昭和49年 3 月に完成し、現在の銑踊コンクリ 卜になっ

た。伺れも空川である。

また、水源地の簡易水道施設に至る山道の約 2粁は芭端部にあり、東端部道々より墓地を経て火

防棋に至る山道があり、天間記金物「千島桜」へもこの週を通る。

年間に何回かの大時化による道路への被も近年進んだ瞳岸工事の完成によって解消された。

パスは坦々と町遣を運航し、 2 か所の停留所があり、苦形市街へ約 8 粁、イI~桂志市街へ約 3 粁の

距離にある。

lSI 桔安及び医躍

稚内警察署管内側j桂志警察富粧在訴の所管内であって、仙法志地区集落皆同じである。旧(由法志

村開村当時以来変わっていない。

医聞についてはE月村時より旧仙法定材置場所在地に村医睦療所を設置して以来、この地墳の住民

は診療を畳けてきた。変遷については第 8 築で報告した通りである。

2 産業

III漁業

他の地域と同樟に漁業に従事した。

このlil高内には 5 か統乃至は 4 か杭白眼定置建網と番厘があった。

建網繊所の位置は旧仙法主J村策第34号より"号で、毎年骨議したのではなく休揖をした場所もあ

石倉喜七

昭和四年

駒井島融

太洋激業

池田斌太郎

第34号

第35号

第四号

る為にその笑散は定しなも、。

漁植者、漁権譲控入、漁橘i昔畳人等が毎年のように変動し、常に一定していた難者は限られている。

神醐内に舵ける嵯宮岩業者の氏名を掲げると次の通りである。

大正 3 年 大正 7 年

今井三之助 今井和助

今井綿一 竹本清次郎

(長谷川+一郎)

安江鉄弥

(池田斌太郎)
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第40号 桐山サヨ 北野定次却 宮松亀次郎

(北野定次郎)

第44号 (竹部丈平)

大村措 竹部丈平 山田善吉

輩出号漁場は明泊四年から大正 6 年まで三之助氏、以桂大正12年まで和助氏が続き、三郎氏と文

子 3 代続いたが合同漁車会社に加入し、'"漁と事情があって昭和 5 年後まもなく、この土地を去り

故田秋田に帰った。

この場所で長浜でも漁場経営をした砂j馬鹿造丘が 2-3年、そして、干場時三郎正 1 年間経営

し、大島虎点郎氏 l 年、撞に駒井島蔵氏が昭和10年から昭和30年までの若業であった。

第四号は大正 3年以前鬼脇在住の巻醐雄作民とある外は不明である。大正 7 年の竹本氏以後は竹

本勝次氏カ昭和20年までの経宮になっている。大正初期、長谷川ート郎民も 時経営したことがあ

る。

終戦後は太洋漁業会祉の経宮に移り、背森市より支配人が派遣されていた。この場所は合同漁業

に加入せずに昭和30年の蹄橡皆無時まで続いた。

今井の新場と言われた39号は前村長の池回斌太郎氏が者難したのは村長退職後まもなくである。

それ以前は不明である。安江氏は鬼脇在住者の漁継者で 時田中爵泊氏も着業し経宮した事があ

る。

池田氏以後は北野定次郎正の代行着措もあり、以後、増田、岩下の両氏に移り、数年間の休業も

あって、石意良二、喜七の手に移された。

戦時中から終戦時には、米脇、大森、桧織の各氏の共同で斉藤岩吉正若草したが、戦後石倉喜七

氏の後に竹島末吉正で蝉漁皆無白時までである。また、この時期は石倉氏を除き元村の在住であ

る。理由は不明である。

第刊号の場所は、鬼脇村桐山氏が激権者で、北野定次郎氏が経営に当たり、数年品官売いたが、平

田、岡田、田中の各正等が-，抽句に代行者集した事もあり、休業主手もあって絶えず変動が操り返さ

れた。

戦後に伝って富怯亀次郎民が経宮に当たったが盟漁することtょく持止符を打っている。

第44号は神暗に居住する罰中房吉氏が漁権者並びに着輩経営した漁場である。

しかし、その後、漁権が砂閏弥郎、鬼脇の大村浩の両氏に移転L、また、田中氏となり更に鬼

脇の安江氏と移動した場所である。

実際の着業経営者は回中氏と宜わらなかったが、同氏逝去後は悶激樹帳崩をしていた岡県人であ

る竹部文平氏が、これを継承して大正末期まで萄難した。

この年代に入って蹄漁の不況もあって休諜もあり、西回制改郎氏の雄官となり、再び漁権が安江

民に移り、西田開三郎氏の埴撲となった。

昭和に入って更に不況悪化して村宥院産となり、昭和 6 年に合同漁業会祉に加入 Lた。その後は

長浜の柴田作五郎民、マオヤニの駒井島嵐の名義により、山回答吉正カ句部D19年に経営に当たり、
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蹄噛終末まで続いた。

合同漁業会社に加入後の柴田氏までの聞の昭和17年頃までは詳細不明である。

O各漁場の位置

第剖号白漁場の並置は政泊ワンドと神砲の入り口の境界に当たっている。

普通に今井の番置と呼ばれて、今井氏が大正 8 年に築設した、今井の澗が現在も聾っている。岩

石を利用して造られた聾澗兼舟入澗でそれ程大きいものではなL、

こ白澗は近年に修築されて広く近隣の人々に親しまれて現在刷用されている。

第出号の漁織は今井の番麗の両隣に位置していて、澗(カクナカイチ〉または、 r，まやしかね」

と言われていた。

聾澗は番屋正面にあって細長く連なった岩石を利用して造られた拘で小さい。

今も百の澗と言われて、近くの紳暁の数民カ叩l用 Lている。

策目号の番毘は現在の道々と町道の分岐点のやや西倒の道路の浜側にあった。

利用された澗は神瞳全体の緒形状の中間にあるが澗といえない程の澗で、 「青山の糊」と呼ばれ

ていた。

平らな岩石海惇で、舟の出入と係留に利用され、陣は枠取りだったという。

第刊号の場所は現在北辻氏宅白浜酬に番屋があり、寺田氏宅の前棋四北妻子屋町満と今も言われて

いる澗で、大きく築設工事の跡もないが、北風を防ぐ位置で条件に恵まれ 小さく細長い澗で近在

の人々が引用している。

第44号の湖は「竹部の澗J と言われて現在もそのまま残っており、神職の西端にあって付近の

人々がこの澗を現在利用している。

大正 8 年に竹都民が周囲町岩石を利用して修築したも白で、神確では綾も良好な澗である。

番屋は現在の石田新作氏宅の西隣にあった。

鱈釣漁業に於いては旧仙法志村は制措的なもので漁業者の一部に過ぎなかったが、当地壇では大

正年間に北出世五郎丘らが着業した。

冬期間のスケソウダラ漁は蹄漁皆無後に神磁でも散年若葉したが数年で不漁となり、春眠漁も一

時盛況を極めたが、何れも昭和40年頃までに終息している。

天草、若芽等商晶画植が落ちて揮取者がなくその他の海藻類もまた閉じである。

現在の漁業は神碑の場合も昆布やウニに依存して~ \-5 0 ここ 10年以来聾殖毘布事カ《盛んになって

幾分か安定した収入をみるようにTょった、天鼎昆布は年々措少傾向にある。

ウニの地養殖に重点をおいている状況にある。

[21 蕗工業

O商店は佐々木長火劇、三ツ野亀松、井上織改郎の岳民等の菓子商があり、荒物雑貨商の北出惣五

郎、吉田朝治の各民で、何れも大正年代より昭和の初めまであった。山本居見民は昭和に入って戦

前まで菓子商があった。
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しかし、戦後は 1 軒の商店もなく、性々木宮正が最近まで漁取邸~l'l部の聾託販売をしていた。

O庇Ill:製造業

利尻a内で数少ない沃度の製造を創業した人は、難波多吉氏が明治29年に母液製造に着手し、雌

波正に次いで中田宗吉正粗製研度の製造をした。大正年代より井上斉二郎氏はマヲヤニ在住の西国

松二郎氏の投量に依り、藤弁幸右ヱ門民がこの仕事に従事した。

酋田氏尊属白元村在住の寺崎馬車屋が日度原料の運搬に当たってL、た。しかし、当時の大不況と

脚胞の強化によって、昭和10年頃に約'0年間続いた操業が終わっている。

聾韮を手がけた業者が副操的に当時仙怯志村に29戸あ勺たが、この地峨にも何軒かあったと考え

られるが、具体的なことは不明である。

戦後の昭和田年の 9 月 30日より、吉田欽哉氏は土木建設業を開始し、事務所及び倉庫を有し、殆

ど年間操裟し数10名の人夫を盟問し島内全瞳を範囲として事輩をしている。

職能、大工さんが多く出て各自治会中割合にして最も多い。山本陸失氏、寺田信行氏は請負建築

業に世事している。

藤井信行氏は藤列潜水工業を創騰し、水産関巡目事業を経昔、している。ここ数年来の事である。

藤井富太郎氏昭和30年代より鍛冶揖を始め現在に至っている。

現在、工業に関連する仕事に世事している人全員が漁業を主とするもので、これらはあくまで刷

業的なものである事は苦うまでもない。大正年代にはソパ屋E腿畠があった。

目i その他

明治'0年代に蹄不況に副撞を翼励Lて、当時拙法荘村には29戸の聾歪謀者がいた。

久通、長揖同隙に何戸かの聾歪者がいたものと考えりれるが、本調査では不明である。

また、不況時の明治後半、戦前戦雄、家畜の悶育をも行ったか叩Iれも制輩的なものであって、昭

和40年代に入って止めてしまって現在は 1 戸もない。

臨調最も l 年の暮らしで述べた通りで、現在は更に縮小されて畑作をしていない家庭がある。

3 行政組織

111

境産の神碓は伺村前は第 5 区ベウタンケウシと称し、責任者を紹長と呼称した。

開村時より第 S 部ベウタノケウンとし、賀在者を部長と呼んだ。以桂、昭和 3 Sf' 9 月に再び区と

したが、昭和何年 12 月四日より部落会設置規定を盟けて、単にこの時より神暗部落合に改めた。

昭和幻年 5 月 3 日町内会部落会等に慨する法令第 15 号により自治会制に誼正されて、責任者を部

落会長から自治会長と呼ぶようにな勺た。

次に歴代の責在者即ち、組員、区長、部落会長、自治会長を記障すれば、

明治 33 年~大正 5 年 5 月 20 日まで(担人投)初代認並びに区長小山内雄太郎、

大正 5 年 5 月 21 日より大正 9年11 月四日まで
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山下菊次郎

山本良吉

山下菊次郎

鈴木容吉

田中康三

水器研太郎

花田伊勢蔵

田中清三

石橋浅次郎

帯合彦松

(村会議員) 2 代部長北野定次郎、

大正 9 年11月 30日より伺 11年 7 月 68 まで

3代部長北野秀作

大正11年 7 月 78より昭如 17年 1 月 31臼まで

(村会描員) ，代部長部吉会長竹部文平

昭和17年 2 月 1 Bより岡山年12月 318 まで

5 代部落会長田中康三

昭和20年 1 月 i 日より同21年12月 31 日まで

(村会議員) 6代自治会長山本良吉

昭和24年 1 月 1 日より同32年 12月 31 日まで

7代自治会長田中康三

昭和 33年 1 月 1 日より同34年12月 318 まで

8 代自治会長吉田 忠

昭和35年 1 月 l 臼より同49年 12月 31 臼まで

9代自治会長辻 七郎

昭和田年 l 月 1 日より同60年12月 31 日まで

10代自治会長水巻千代太郎

昭和田年 1 月 1 日より伺63年同月 31 日まで

11代自治会長佐々木伴一

昭平田3年 1 月 1 日より現在

12代自治会長水巷千代太郎

以上の通りであるが隣後長浜に比して下電証期聞が長期間に宣り、その任を果たしている事は信盟

の厚かった人物への信頼性と神碓住民の団結4し、の量れとも言える。

田和15年に部落制度にしたのは戦時体制の酎tを目的とした再組描強化によるものである。

昭和17年 2 月 l 回選任

会長元青年分団長後に町諮員他

総務部長

教北部長後に農業聾員

産業経務偲長

警紡部長後に消紡団幹部

衛生部員

森林肪火部長制E幹事他後に村会議員

証桂奉公部長

経理部長元普年分回長

第 1 隣保班長
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水巻千代太郎

元井富七

元井草七

吉田欽哉

寺国信行

3 戸班に再編成したものである。

~胤富山得物館年銀事9U! I醐

第 2 陣再現長後に民生委員 元井柾太郎

第 3 瞬時班長後に民生委員自治会長 吉田 忠

第 4 陣評班長 富松1&次郎

第 5 隣慌班長 水省析太郎

これを更に同年内の12月 31日に再任し、更に、向 18年12月 31 自に再組輯し遍任している。

部落会長村会議員漁組理事 山本良吉

総務部毘 寺田豊作

教化部長 寺田畳作

納曲部会計部長佳に民生署員他 元井柾太郎

産量部経済部長 宮松亀次郎

事肪部長島撞委員 花田伊鈴置

俊民部民 中島時太郎

森林防火部長後に町会誼員 田中鹿三

社会部、銃後準公部長 山下菊次郎

間人部長 吉凶サダ

第 i 隣保班長 籾山貞吉

第 2 隣保班長 秋元関太郎

第 3 隣保班長 緑井耕作

第 4 隣保縦長 鈴木政太郎

第 5瞬保班長自治会長漁組理車 辻 七郎

以上のように衛生節を躍し、新fこに五部を設けて指榔命令の一本化を狙ったものに董賀されたの

である。

当時仙法志村常会が設けられて毎月 25日を定例会と Lていたが、岳部落会長が全員として出席し

ていた。

そして職能の法令改正により、自発的自主的でしかも民主的な自治会が生まれて現在に至ってし、

る。現漉の自治会組酷は

自治会長(元自治会長)

周囲リ会長(会計笹記兼務)

第 1 班盟長

第 2 班班長

第 3 班阻長

以前は 5 ヶ粧あったものを戸数由描少によって、

121 神世内に舵ける l日仙法主村及び利尻町融会議員名とその期間

小山雄太郎明抽出年 4 月 1 日より同年 8 月即日まで(収入役就旺〉

町一
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田中房措明拍39年 5 月却日より '3年 5月 21日まで白 2期

脅山控古①明治31年から i 期 2 年間

喧〉明治43年 5 月 22臼から閣'5年 5 月 21G までの 1 朔

竹部分平①明拍'5'手 5 月 22日から大正 3年 5 月 21日まで申 i 鰐

@大正 7 王手 5 月 22日より同11年 5 月 21日までの 2 期

@昭和 7 勾'5 月 228より同同年 5月 21日までの 2 期

白川掻太肉i①大正11年 5 月 22日より同 14年 5 月 218 までの 2 期

②昭和 7 年 5 月 22日より向12年 4 月 16日までの 1 期半

吉田朝拍大正15年 5 月 22臼より昭和 2年 5 月 21日までの I 1¥11

山本良吉昭租 IS年 5 月 22日より同32年 5 月 318 まで白 5 期〈昭和31年 9 月 158町村合併によ

り任却H埠震直〉

田中限三昭和32年 6 月 I 8より岡田年 5 月 31日までの 1 熔

吉田軟哉昭和51年10月 88より現在までの 2 鱗目

以上のように田中正却ち昭和田年 5 月まで捌村以来連続して融且を出していたが、これ以後約四

年間出ておらず過疎化の一つの現車となって量れている。

その後、吉田氏(漁組理署匹、吉田産業社長〉が初当選し現在に至っている。

131 方面墨画並びに民生署員

地場住民の生活の安定と向上を目的として設けられた、この地区垂直は次の通りである。

民生署員元井旺太郎 昭和ね年 7 月より間46年12月までの 9 期2'年問。

昭和41年より担当地区の神構は政泊に合併変更され、以接要員は幽ていない.

1'1 学輯要員並ぴに教育聾且

学務聾員

Ij\W内雄太郎明治団年より大正 5年までの 16年間

白川亜太郎昭和 5年より同12年までの 7 年間

この後は出ておらず、昭和21年控是の教済要員も同地掛から出なかった。

lSI 社会教育蚕員

新学制による社会教育の提麗向上を期す目的で設置された番員にはこ白地壌では吹の通りであ

る。昭和 8 年12 月 25 日より旺期 2 年として発足した。

開山貞関昭和四年 8月より昭和田年 9 月 148 まで

吉田 忠昭和田年 9月より周回年 8 月まで

161 農業霊園
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戦後の鹿地法政正による農地聾貝並びに直接霊員には次の各氏である。

山本良吉昭和22年 8 月 228 より同38年 7 月 21日まで

吉田 患昭和26£手 7 月包日より!司56年 7 月 21臼まで

花田伊勢蔵昭和38年 7 月 22日より同日年 7 月 21日まで

佐々木賞昭和田年 7 月幻自より現在

眼前では大正4 年当時、仙法主A盟会として小山内雄太郎氏の名が見られ他は不明である。

(71 各種委員

① 消防関酷

大正年代には仙桂志村消紡組があって、告字を第 1 部から 7 部までと Lていた。それで各字に部

長をおいた.

戦設の消防設置条例による消防署員には、山本良吉氏、昭和 30 年 5 月より町村合併時の昭和 31 年

9 月までで、以後は出ていない。

②国定百鹿野価審査聾且には、元井柾太郎氏が昭和 30 年 12 月より同 31 年 9 月まで。

③機措審議会岳民

吉田敏哉 当初 Jより現在

辻 七郎 当初より昭和 49 年12 月まで

元弁柾太郎 昭和 38 年より岡崎年まで

@;J 、山内雄太郎

収入世として、明抽出年 9 月 30 日より大正 3 年 9 月回目までの約 15 年 rEl'，関村当時より務め、そ

の他に於いても村有志として恒望があった。

その外の行政各種要員会署員は省略した。

4 産業経済団体組織

111 仙法志激撞共同組合

山本良吉 戦後 期間不明

寺田孝 期間不明

辻 七郎 昭和27年 4 月より向31年 3 月までの 2 鵬 4年間

寺田 忠 昭和31年 4 月より問48年 3 月までの 6 期17年間

吉田欽哉 昭和51年 4 月より現在

明治時代から終戦時までは調査未了であるが、田中日吉、竹都文平白各民の他に横野、白川、北

出の吾氏等が大きな昨響力を持っていたものと考えりれる。
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12) 議林聖盟組合

戦前は稼林防火組合が組輔されていたが、昭和10年以後に各部落内に統合して、森林防火都とし

て部落会長の指揮下においた。

それまでの栓員名は不明である。

森林紡火部長昭和17<手 2月山本良吉

森林防火部長昭和 18年12月田中康三

戦後は森林畳護組合と組織替えになり、一村迎合体としての中にある。

吉田 忠会長村評議員

辻 七郎副会長同評議員

これは昭和30'年代中頃のものである町

田中 正氏は辻氏の以後である。

何人かの交替があったが現在は下記のニ氏が当部蕗出身の幹部となっても、る。

石犠 界

藤井富太郎

(3) 納税貯蓄組合

当組合は戸数カり〉なくないために一組合を以て車眠草され、仙法主総毎晩組合と L、う連合体に吉まれ

ている。

組合長 仙桂古納税組合役員吉田 忠

臣!陰畏 (死亡) 山本置見

理事 〈死亡) 田中久治

理事 寺田忠

理事 辻七郎

監事 (死亡) 落合彦根

監事 村4容器雄

以上の世良は殆ど老齢化または死亡し、現日主は、

第 1 納税貯蓄組合 組合長 藤井幸三郎民

第 2 納租貯蓄組合 組合長 佐々木賞民

にな勺ている。

(4) 水難救済会

他の自治会同様の組織体となっている。

昭和四年に辻七郎民宅迫持所の他は不明である。

現在の所員としては、組長藤井信幸、田中良一、藤井 司、山本陸夫の各民等がなっている。
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15i 消防関係

全村的な消防総が尭足し たのは大正 2 年 3 月であるが、明治 38 年12 月 8 日に仙桂志第 5 共成組が

結成された。

これは青年団体白組職だ勺たが措防が一つの目的であった。

大正に入って防火組合が金村的に設けられ、昭和の臨時体制となって部落会組崎内に組替えされ

た。戦後は消防団として新尭足した。

共成組明治四年 12 月 8 日 神機管年団

梢防組大正 2年 3 月 21 日防火組合

警防団昭和 10 年10 月 10 日部落会

消防団 昭和 22 年 8 月より現在、 4 分団 4 部岡地域内の消紡斡部名を列挙すれば次の通りであ

る。(不明な部分がある。)

明治時代 村上弥六大正 5年 4 月まで

大正時代 高橋定吉、北出惣五郎

昭和戦時中石橋謹次郎、花田伊鈴融

第 4 部長藤井幸三郎、副部長 田中定雄、藤井敏幸(現在)

第 4分団長藤井幸三郎昭和 51 年 4 月より同日年 3 月まで

利尻消防旬副 l団長藤井幸三郎昭和国年より問問年 3 月まで

この地区にも消防器具が置カ寸 1ていたが、昭和 52 年 8 月 31 日に器具置場が喧々と町道の分岐点の

眠側に設置された。(回目 8 名) r火の見やぐら J は現荘の吉国産業事器所の丘にあった。

5 文化団体関係

111 青年会

宗谷官内では最初に設けられた青年金 S回世が止まれたのは、仙桂志村字ベウダケソ第 S 部である。

仙法志第 5 共成組、字ベゥダケン、明治団年 12 月 8 臼の創立ふ

団員散、 52 名。年鉛範囲、 17 曲以上 40 歳造。大正 5 年度予持、印円。賢産は 35 円。質素倹約を継

旨としている。

また、前述のように火消役が 2 つの目的を持ち、移実上の消防の性絡を兼醐えた宵年金であっ

た。従って村内に於いても候古の消防団体と雷ってよい。

また一方では当地域単独で実施された祭典の主役として活動したものであった。

二組の樽掴輿の書加、相揖大会、小屋鋪芝居の依頼興業なと湿聾な世割を果たしたと言われ、祝

宴の後快さは脅年連'"無論地域総動員の賑やかさがあったようである。

初代組長村上弥六、大正 5年 4 月まで

2代組長高橋定吉

3代組長北出惣五郎

大正 9年に仙怯志青年団に一本化され、神磯脅年分団として改組され、戦争運行の 端を背負う
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事にな勺た。

吉田良吉、回中晴三、鈴木容吉氏等の後に分団長として昭和16年頃、田中正氏、代分団長戦

時中水巻千代太郎氏であった。

終戦後は背年の自由注意による民主的な脅年会が尭足した。仙法志連合背年会の下に各字単位の

青年金が一斉に誕生した。

昭和21年 2 月に神磯青年同盟会は男26名、女 9 名、計33名の会員数を有する青年金として結成さ

れた。

趣旨は引揚者、入韓漁夫の慰問、芸能大会の開催、脚土祭典(栂御輿〕への協力、そして教聾の

向上を計る事にあった。

初代金長落合鉄男 (迷合会世員〉

2代会長籾山貞夫 (連合会長、社教委貝)

3代金長辻 忠敬 〔連合会世且)

副会長 石橋 陸、神田波子

昭和田 8年にすみつて過疎化が進み、会員数も減少して、昭和岨年頃にはこ白金も自然消輔した。

青年会館の強股はなかった。

(21 綿入金

他地院と問機の経過である。

昭和 17 年 5 月 16 日現在の聖国掃人会世員には次の名が見られる。

僻事竹部きょ大正 7年 8 月より

評議員元井スマ昭和 13 年 7 月より

国防婦人会批且

班長竹部キヨ 昭和 11 年 3 月より

評議員山本ミツヨ 昭和 11 年 3 月より

評議員元井スマ 昭和 11 年 3 月より

理事山下ンマ 昭和 11 年 3 月より

大日本踊人会{山法志支部 昭和 17 年 6 月 15 日結成

参与田中店主 神融部帯会会長

審請貝竹部キヨ 霊掃幹事、国揖班長

元弁スマ 霊帰国蝿評議員

山本ミツヨ 国捕評議員

山下 νナ 国掴理事

班長吉田サダ、副班長北出 幸

各組長本田アヤ、山本キリ、田中イワエ、寺田たき、辻 ヨ γ

戦後まもなく誕生した民主的な仙法~*守掃人会がある。
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昭和 20年代の役員は調査未了の為に不明であるが、昭和田年以降をあげてみよう。

理事山窓みちょ、吉田さだ、

昭和4世刷こは

調1 長藤井みよ

役員寺田初江、池上エツ、

昭和"年には

理事藤井みよ、(部長)山本オサメ

実行書且笠島 トヨ、竹部フサヱ

昭和昨年

部長宮総和校、理事山本きり子、

昭和49年に部長には佐々木キヨである。続いて、佐々木夫人の岳民らになり、各字と同憾に50年

後半に消滅した。

昭和田年代花悶ナツ、 藤田つる

O激藁共同組合師人部については調査不充分なために不明である.

村内各字に吾妻田をおいて漁業世事者として、また、貯蓄に閲する意識を高めている。

昭和 3 俸に発足した女子青年団は戦争運行の目的の 理としたものであるが才、明である。

霊園姻入会は明治四年に国防婦人会は昭和11年に結成され、戦争通行一環を担う大日本踊人会仙

桂志村支部に編成替えされた。

(3) 体育協会

ー村一団体の体育協会は各地区より理事を選出して通宮に当たった。任期は 2 年間とした。

理事昭和30年代

石田政務、石橋昇、鶴木日出博、辻車敬

理事昭和30年桂半

石橋昇、北辻末松、池上輩、北島正利

現在は体協地区理事役員として

藤弁信幸(野球館長)、田中正弘、佐々木勝人、住々木隆敏の各氏がむっている。

(4) 自治会館

戦後は一時的に神磯神祉に間借りの状態であったが、原田氏宅を謹り受けて値用した。それは昭

和40; 年代になってからの事である。

その後に自泊会館を新築したが老朽化と狭い為に昭和 63 年 6 月に現会館が町の助成を畳けて新築

された.

自治会内に各種行事等あらゆる催しに利用されている。
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151 村世員

現仙桂走、神社は明治40年 5 月に元村より移転奉記されて山来、四村内七郎より氏子総代を選出し

ている。

竹都文字 明治40年 5 丹より昭和20年までの40年間

吉田思昭和四年代より同4出手代

元井柾太郎昭和40年代より

宮松政雄昭和田年代一期間 3年

藤井富太郎現在

この他に神社書昌を若干名を出している。

戦時中の名前を見ると各民等である'。

田中康三、北出惣五郎

また、村社の蝿土祭典には能代、要員が出任して行われている。

161 遺族企関係

この地区での戦没者は全員が太平洋戦争での瞳牲者である.無論、仙法志遺族会の組蝿内にある。

戦没者

元弁左太郎昭和 14年 7 月 158、満州遣能元井柾太郎氏

石田作一昭和17年 5 月目目、満州遺柱石田晴義氏

住々木文雄昭和四年 6月四日、沖縄遺族土屋とめ正(不在)

土屋亀雌昭和却年 6 月 22日、沖縄遺族土屋徳松正(不在)

鈴木正 昭和田年 2 月 11目、軍属遺族鈴木政太郎民(不在〉

以上の通りであるが、性々木、土屋、鈴木の遺族三氏は既に転出して不在である。また、家毘も

盛ってい江L 、。

色教育

III あらまし

この地域の通学区の学校は仙法志小中学校である。学刷、ら約 3 粁で距離的には遠い池点で冬期

間iJi 由学に多くの困難があった。

終戦時までは初等科、高等科は同一校であり、戦桂の中学位への通学は小学校卒童生がそのまま

全員であった。

また、保護者会、 p'rA の開高では連く不恒なために三世など、特別行事以外は余り選出されな

ヵ、った。

121 保聾者会並びに PTA 等

院議者会では昭和 14 年頃に竹都文平正治情除長のようであったが他は不明である。
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戦後のPTAでの小学校関係の三位では、

副会長山本辰見不明

観l会長元井柾太郎昭和40年 4 月より昭和46年 3 月までの 3 朋 6 年間

会長寺田信行昭和田年 4 月より昭和田年 3 月まで

仙法志小学校70周年記念協費会では、

訓会長邸中康三、総務山本辰見

(昭和37年11月 22 日施行)

j~1法志小学校回周年記念協賛会

顧問辻 七郎(自治会長)

副部長元封柾太郎、石橋 野

(小守控47年 9 月 14 日飽行)

仙法志中学校PTA関毘では、

監事竹部輝男昭和四年 4 月より昭和38年 5 月まで。

面IJ会長藤井つる昭和48年 4 月より同54年 3 月まで

昭和田年 9 月に施行された四周年記念行事閣慌については禾調査である。

同窓会は昭和 61年 4 月に新発足した。

会長藤井信幸昭和61年 4 月より現在

昭和32年 2 月 108に小中学校PTA組織が各々分離独立して単独PTAとし尭足ι 来、告々 1 期間

2 年、各自治会が 4 名の役置を選出したが、児量生徒の措少も次第にあって殆どの金員は吏替制で

役員になっている。

数卜名いた児童数は現在は 5品になった。明年度は{挫か 1 名となり、将来新入学児童の見込みが

全くむし、

生徒も現在は l 名であって明年度には 5 名になる。これらの生徒が卒業すると小学校と同様に遣

い将来にEって児童及び生徒が 1 名もいはい地域にはってしまう。

この地区から 2 人の教員が出ている。

田中信一先生と寺回世枝先生である。田中先生は校畏となったが昭和40年後半に死去し、寺田先

生は仙法志、久述、沓*'の各小学柑に勤め、昭和国年頃退職して札幌に転出しこの地を去った。

昔よりのこの地埴での小学校、中学校の児童生徒は関敢な者が多かったが、殆ど転出してしま

い、現在では往時を把ばせるだけになっている。

6 人口の変化

当地区の人口の変動の状況をみると、旧仙法志村総人口全体白書合は高い時で約10% から抵い時

の 5 %弱と著しく大きい。これは他の地域にない特種をもっている。

その慣向はなお腕くと考えられる。比較的年代的に早く、明治10年代の移控とも考えられるのに

反して、一通過点の定住性にZしい寄留者が多かったとも言えない事もない。
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島内での移住経路は殆どは鬼脇村であり、一部菅野

村新機と仙法車村東邸である.

担に当地援の軍大戸数並びに人口の大正 7年四定住

者名(寄留者を吉めると 120戸余りと言われている)

と、激輔の昭和15年、そして現在の居住者を描げてみ

たものである。

26戸の中老人夫畑だけの家庭 6戸.老人 1 人だけの

家庭 3戸ある.

戸散の割合には40章代の家縫も窓外と多い地域であ

る。

このように最高、最低の人口の藍動の割合は 4 分の

1 になっており、昭和国年の現!t£散の36戸に詰少して

いるのは

年次
仙法志村 得磁旭 E

戸敏 人口 p数人口

大正S年 曲oP 3.21& 101Z』
入

大正 10 年 ?羽

“昭和10年 487 2.843 "2閣

• 13 年 493 3.118 47 '"ｷ， 7 年 455 2.867 37 23 喝

• 25 年 526 3.528 45 314
'鈎年 526 3.492 46 路2

• 35 年 ぉ。 3，凶5 52 259

• 40 年
• 45 年 471 2 ， 3関 "126"56 年 4凹 1.222 31 1∞

"同年 382 1 旧4 "87平成元年 377 総6 26 84

仙法志地臣戸口の推移

移転出者の大半は様太である$が判明した。

番号 大正七年 昭和 15 年 現 在 出身県

中山安滋 中山貴重愛 な し 新商県

2 山下菊太郎 山下策太郎 (本町在住} 石川県

3 佐々木長太郎 佐々木皇太郎 佐々木伴 (石工、証屋、菓子商} 秋困県

4 土屋憧桂 土谷鎗睦 {小槽在住} 秋田県

5 大国家次郎 '.し 道内

6 北出惣五血 北出治郎 は し(維貨商) 値井県

7 構野馬助 (織太へ) な L 青森県

8 太田宗助 な し 道内

9 横野与吉 (梅太へ) な し 背務県

10 横野 撞 (練太へ) {膏形荘{主〉 青森県

11 中田幸次郎 な L 道内

12 工躍亀吉 な L 皆様県

13 昆村吉市 な し 不明

14 制山五三郎 u L 秋岡県

15 元弁八次郎 元タキ八次郎 元井証太郎(柾且〉 富山県

16 田中力蔵 (織太へ〕 (稚内在住) 青森県

17 小山内ソダツ 江 L .1譲県

18 山本喜和俗 山本良吉 山本陸夫 岡山県

19 米塩由蔵 は L 道内

20 伊原金麗 な し 山車県
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21 川崎金次郎 "し 青磁県

22 工属議又五郎 は L (依田県)

23 葛西清三 な し 費量擁娘

24 2折本民総 '.‘ し 不明

25 籾山貞畠 閉山直吉 〈札檀在住) (幅屋} 秋田県

26 中島時太郎 中島時太郎 中島袋盲 福井県

27 佐維新吉 佐藤新吉 佐E事 ミヨ 駄目蝿

28 小山内〈ら "し 育機県

29 太田宗吉 ず" し 道内

叩 青山措苦 (キ L瞳在住) 青森県

31 茸島栄三郎 (樟太へ) 笠島栄磁 脅線品

32 中間重~郎 な し 秋田県

33 尾島謹次郎 な し 道内

3. 井上菊次郎 {井上才次郎) "L 岡山県

出 加藤金五郎 加麗金五郎 'ぷ し{東京へ} 秋田県

36 後藤千車 {音器へ) "し fk田県

37 雄弁書害右エ門 目藤井 耕作 藤弁拳三郎 広島県

38 田中久挫 回中消 Z 圏中(良一〉 脅稔県{南1IIl)

39 中島清三朗 な L ff~蝿

40 工藤豊吉 "し 脅語録曝

41 吉田徳太郎 (事事太へ) "し (秋闘県}

42 吉野徳治 "し(舟大工) 秋岡県

43 秋元員五郎 fk 元島太郎 歓元 初(柾厘) 資韓県

44 北野定次郎 (留萌へ) (官暗在佳) 背森県

45 池問主苗 む し (新端県〕

46 吉田米松 〈機太ヘ) な L 秋田県

47 佐藤三歳 な し (秋田県)

48 吉田朝拍 吉田 u由 吉国鉄哉{雑貨商〉 小樽

49 伊勢伊勢紐 花田伊セ葺 (小得在住} 脅滋県

50 伊勢力麗 (栂太へ) な L 脅轟県

51 門間 ミツ "し 【秋田県}

52 三 Y野亀松 {樋太へ} ず4 し(菓子園) 不明

53 浅野健吉 "し 新揖県

" 村山総平 ず. し 不明

55 佐轟柏吉 ず" し ff~ 蝿
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日 工縦富太郎 な し 不明

57 藤本弥三郎 '.L (ソ，<ヤ) 不明

58 五十嵐僧三郎 な L 道内

59 富国政吉 な し 道内

同 白川寛次郎 '.L 富山県

61 白川直太郎 '.し 富山県

62 原団長蛇 (機太へ) '.し 依田県

63 木村清吉 木村宜作 〈札幌在住) 脅綴県

制 高橋タカ '.し 不明

65 佐.多吉 '.L 青森県

66 吉田由松 〈栂太へ〕 (秋田在住〉 依田県

67 岩井ヤキ な し ti<田県

68 蹄木松五郎 鉛木春吉 〈蹟拍在住} 新揖県

69 白金清太郎 '.L 富山県

70 宮木清太郎 (礼文へ} ずる L 〈富山県〉

71 滝田伝七 ず. L 〈富山県〉

72 寺田常 IX 郎 竜寺田常次郎 吉田信行 富山県

73 石田 こな (福井県〉

74 村絡事次郎 村総春次郎 村絡 事長雄 富山県

75 沢木源次郎 な L (大工} (富山県)

76 星井由五郎 星弁勇作 (音醇在住) 富山県

77 宮松太郎兵衛 宮校亀次郎 宮松政1II iil 山県

78 III 瞳多吉 な し(配置製造) 不明

79 五島晋吉 (健太へ〉 (釧路在住) 小神

80 池田揖治 な L 道内

81 高楠定吉 な し 山形県

82 相馬栄太郎 (膏 Mへ) な し 富山県

83 大谷佐兵衛 な L 新縄県

84 黒井政吉 な l(ソパヤ〉 Z実益

85 寺島キヨ な し 富山県

86 辻 トメ 石田トメ(与作) 石田信畿 (福井県〉

87 井拙ヨキ 弁嫌キクイ な L 富山県

88 軸木市太郎 館本政太郎 {稚内在住} 膏稼県

89 佐々木吉松 な し 秋田県

90 田中キク 田中キク{庫三) (東京在住〕 新縄県
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池ノ上繁太郎 池上軍太郎 新時県

な し(豆闇屋) 不明

辻 惣吉 辻 七郎 小神

水準折太郎 な L 石川県

な し 香川県

竹部文平 (札幌在住) 新揖県

富田宮麗 な L 道内

(機太へ) な し 背森県

な し 脅轟県

91 池ノ上音松

92 藤谷=次郎

93 辻 慰吉

" 高井三次郎

95 真鍋ハヤ

96 竹部文平

97 宮田富麗

98 小倉酉松

99 花田由太郎

番号 大正 7 年 昭和 15 年現在 出身県

鈴木モヨ な L

18 山本喜和松 山本長見 江し(維内) 間山県

水器初太郎 水巻千代太郎 石川県

(政泊)藤井末吉 蝉井手Ij吉 なし 掴弁県

石橋詰次郎 石橋昇 進内

(本町}寺田芳次郎 寺田孝 なし 富山県

落合彦松 落合鉄雄 (富山県)

77 富松太郎兵衛 宮位指次郎 伝し 宮山県

37 勝井孝右エ門 藤井幸作 藤井敏幸 岡山県

37 藤井幸右エ門 醐井幸作 放井擢幸 凋山県

(久連)北辻与惣松 北辻来棺 掴井県

38 田中久総 個中清三 回中一男 背森県

38 田中久桜 田中定雄 田中良 背森県

38 回中久松 田中正 田中正弘 青森県

番号 18 は分家したものであり、秘井和 l吉氏は田中力蔵氏棒太への転出後の家屋に号|っ越した。寺

田正は現寺田氏を頼って樺太から終戦に来住したが昭和四十年代に転出した。

77 は富松民の分家で癒白に移転したので、現宮松氏はその甥伝当る。

37 は分家し、現藤井氏はその桂そ継ぎ、更に分家し、現在は閣子孫 3 戸居住している。

北辻氏は親離問団系で'"る石橋への縁故で久速から来住者である。

38 は回中久松民自子孫関係の分家である。

以上その経棉を話したが、この年イ tだけに限ると青森出身者が多く、次にIi<田県出身者である。

しかし、一方では職前の縛太への転出者も多く、現在は僅か 2 軒であり、依田提出身者もまた岡崎

である。
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従って、富山、福井の各県出身者が多く 8 戸となっている。

出身県の不明書が多いのは移転出者が多いために調査の手揺りがなかうた惑にある。

a 宗教

神砲地区も他の地区に比較して大量はなL、。しかし、特融的な事は昔より地域集団としての神世

を倉帽重して現在に至っている点と、一時的ではあるが、真宗大谷派説教所があった事である。

ill 太平山三吉神社

昭和 12 年の記揖に依るとこの神社の創立年代は、明治 30 年 5 月 15 日とあり、昭和 14 年の記揖には

明拍 40' 芋 10 月とある.

これは、秋田県由利郡平沢村出身の今井和助氏が明治 20 年に現在の政泊と神砲の境界の地に移住

開拓に当り、錬建網三か統を経営に当った人の故蹄より招来した県神が尭端であると言われてい

る。

制立刑制致しない点があるが、何れにしても当時の仙陸吉村内の各地区より、最も阜い部落

神社の創立である。

ここに住む人達の信仰的心情の結集として藍われたもので、現在に至るも自分途の神社として、

神であるとの信仰は藍っていない。

主祭神は「三吉さん」で、貧乏であったが栴類の豪傑な人物であった神として崇敬されている。

本宮は秋田市赤沼の太平山三吉神社で、神札やカレンダが毎年配布されている。

神磁の太平山三吉神社は字神碓 127 番地にあって、石碑、鳥居、嗣堂(7坪)がある。

秋田県特有の信冊であるが、このま也区は秋田衆ばかりでなく、他の東北、北陸地方出身者も多い

が全員が{言仰者になっている。また、政泊、長浜にも信者がおり、神 E菱自治会として維持運営され

ている。

嗣堂内に脊進物も多く、 「マサカリ J 、 「キセル J 、太監、賓館、豊幕、提燈、すだれ、時計、

大ウラン等がある。

寄進者名は、梅田長五郎、辰五郎、白金消太郎、田中躍三、長荘川忠、神融蝿入部、石橋昇、元

井柾太郎、池上繁太郎の各氏等の名前がみられる。

大正年代から昭和初期にかけて白祭礼行務が賑やかに行われた.

曲が立ち、神御輿が出る、相撞大会、田舎芝居、出店が立ち並び、子供の相揖大会も行われて、

今日の子供相損大会の初まりである。

こ白ような時代には、横野与吉という人がし、て、元j! lこ傑 貰で大ひょうたんに日本酒を入れ、

「三吉さん J の調神酒を神磁の一軒一軒に配って歩いたものだとの話は有名である。

今も、「三吉さん J はタパコが好きだ勺たという事で謹符として配られている。

大喝臼から元 Eにかけての「御神酒あげ J が現在も続いており、自治会内班単位が当番になって

行われ、また、「三吉さん J の豪快さを象撤する、「三升餅 j が供えられ、神礎的人情聴が見受けら

れる。
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昭和12年当時には、代量者が竹邸主'I'氏崇曲者67名で部落全員での寄付の維持になっている。昭

和14年は崇敬者代表吉田忠氏で以後(戦説〉む同僚に自治会中心に維持されている。

神機三男士と言われた、竹都文平、白川丈太良目、植野与吉白茜正等白葺揮、知懇書、雄弁由名士

として慕われ、 E吾りつがれている。

また、北野帯策、山本良吉、吉田朝治、，*，IR干、田中関治、康三の親子、北出惣五郎の岳民等多

土済々であった3容が盟ばれる。

121 大谷派説教所

明治拍年頃に佐々木順導という 1 人の摘が寓{言者の協力の元に開設した俄堂である。

師は新揖県出身者で、当時、蹄路網の久連の加藤幸助氏の漁場に漁夫としての出峨ぎであったと

いう。

紋あり輯あって出家得度し、加藤幸抽氏が後見者として、ベウタノケウン在住の岡県人田中日

吉、竹都文平の両氏と協議し、協力を得て、現在の辻宅の山酬の丘に小さな建物を劃躍し、真宗大

谷据説教としたのがその起綴である。

明治四年 6 月 7 臼、仙法幸村字ベウタノケウン4田番地に寄留届出とあり、「新縄県刈羽附荒梶村

田3番戸ヨリ J に芯っている.

明治計年分報告記韻の岡田年の村政の響額に「鬼脇村、田中放1啓、佐々木某なり、真宗大谷派檀

徒、本村字ベウタケウンに説教場を建設したら、右の内小噛の督励に応じ寺号公称の出闘をなした

るもの、真宗大谷派 、目下出願準備取連中のもの真宗本願寺派一o J になっている。

しかし、現西円寺は明治38年に建立されて真宗信者の多くが祖徒になった事と、また、臨不況の

為の憧者白転出者の増加の 2 つの事情によって、遂に閉鎖の止むなきに圭り、現南浜に移転し、悶

説教研の府設している。昭和45年に鬼脇市街の耳立寺に統合廃寺された、正徳寺であり、現に問師

白子の甚が残っている。

現在、仙法志地区内の鬼脇真立寺檀徒である何戸かはベウタケウ νの説教所時代の置者である。

どの位の年散存在したのか、また伺年に岡地を去っているかは不明である。

131 宗教各宗揖宿者

①民浜地域と同織に仙法志市街地に建立されている各宗教数派に属している。

秋田県出身者の殆どほ曹桐禅宗(広鏡寺)惜者が多〈、富山県及びその隣接出身者は殆ど貰宗大

谷減信者(西円寺)が多い。

青森県出身者と秋田県出身者や他の 部は浄土宗信者(専称寺〉である。

真宗本願寺派信者(竜昌寺)は各県に亘って散在し、真宗高田派(揮怯寺、昭和田年廃寺)留者

はなく、また、地の仰教各宗派信者 iもいなかった。

さらに、天理教信者も若干あり、昭和に入ってからの事である。
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② 各宗寺院総代

この地区からは次の各氏ミ与が各寺院の総代及び代量的な有志として維持運営に当っている。

曹洞宗広錦寺

小山内雄太郎 創立時より大正 3年 5 月の死亡まで

この聞は本町在住者でこの地区はいなかった。

佐々木伴一 昭和田年より現在

浄土宗専幹寺

今井和助、三郎 創立時より大正13年まで

吉田朝治、忠、世哉 創立時より現在まで(鶴子三代)

特に、西同寺、龍雲寺、控怯寺の各寺院の総代及代表者はし、なか勺た。

③ 共同墓地

現道々町道の分岐点から的100米程東寄りの山過を畳る事また 100米白地点に神磯の共同地があ

る。

基は政泊の西端一部と共同の場所である。点在していて、小樹木の障になり、知縁のものあり、

移転したもの等があって、ー見した処余りよく判らない。

9 小椋躍の特色

他の地暗のように小部落の呼称はfよく、一部落単位そのものが一体とな勺た特色が見られる。

しかし、 3 つの小部落があって群細には品々に特色がある。

第 1 の集落は東端の集落で現在の自桔会内の揮 l 班の所に当る。大正 7 年代では約加粁の戸数が

あって道路を挟んて'w倒や酬にも家屋があったとしり。

青森県出身者が最も多く、次ぎに秋田県で栢井、石川の骨県で間山県出身者もいた。

現在居住者の他に、中山安兵術、安蔵、土屋臨絵、太田宗次郎、北出慰五郎、滑五郎、機野家の

3 軒、中田幸拍郎、工藤亀吉、龍村古市、朝山五三郎、割山貞車、貞吉、貞夫、田中力量、小山内

町軒、山本製和俗、良吉、車夫、花田由太郎、米塩由蔵、伊原金磁、工藤七五郎、葛西消互、新木

長松の各民家があり、佐々木、北出の 2 軒の店もあった。

すぐ近くにあった今井、唖大洋の各漁場で画く人が多かった。

現在、官稼県出身者は l 人もいなも、。殆ど昭和同年前後機太に転出したといっている。

第 2 の集落は現在の第 2 班を中心とした所で、現在'"神碓橋の周辺である。

青山浅吉、中沢重次郎。尾島揖次郎、井上菊次郎、院次郎。加藤金E郎、後藤千題。中島清三

郎。工藤豊吉。吉野徳泊。北野定次郎、池田三躍の各家屋で、現在の藤弁民宅山側に吉野大工屋が

あって、捕のすぐ酬に利尻では古い民度型遊推高iの中田宗吉民から弁上薗次郎の小工場があったと

いう。現在の泊中長氏宅の所である。

また、藤井氏宅の近くに北野屋といっ帥建問親方宅があって、その前が小さな広婦になってい
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て、盆踊りが立ち、若い男女の交際の樋とも江り、 1 つのカップルも生まれたという。

ここら青森県出身者が多いが現在 2戸のみである。

第 3 の集落は現在の第 3 班に当る所が殆どである。現在の持久描から神社の下の周辺で、第 1 、

第 2 の各班の範囲より広さが大きい。

ここの集落は富山、新潟。秋田の畠県の出身者が多く IXに、青森県出身者で他の 2 班とは造って

いる。

。現在由吉田氏宅の近くには吉田米柏、佐藤三蔵、伊勢伊野松、伊勢力雄、 flll間ミ人三ッ野亀

松、浅野建吉、村山総平、皆様柏吉、工綴富太郎、藤木称三郎、五十嵐揃三郎、世田政吉、白川覚

次郎、原因長松、木村清吉、高橋タカ、宮本清太郎、佐藤多吉、吉問自松、岩井セキ、鈴木松五郎

の各氏の民家で神社前にも何軒かの家があったという。

ここには、吉田、三 γ野の茜民の闘があったとし寸。雑賀と菓子の商いで、あったょっだ。

O現在の無名川朗辺とその沢などの所には、白金清太郎、滝田伝七、寺凶常枕郎、石田こな、村橋

容次郎、沢木源次郎、星井由五郎、富松太郎兵捕、難波多吉、五島晋吉、池田揖拍、高橋定吉、相

馬栄太良匹、大谷佐兵衛の各氏の家屋があった。

現在の寺田氏宅の近く田空地で俗詰踊りもあって賑やかだったといっている.

この択の奥にも鈴木市太郎、政太郎。星井白金白畠正の家屋が 5 ， 6 軒あったという。

また、この橋の西町浜剛には、北野氏経営の番屋があゥ fこ。

0西端の集遂には、田中房吉、キク、康三、池上音吉、佐々木吉紙、緩谷三渉'~Il、高井次三郎、真

鍋ハヤ、竹部文.\ji:、富田富蔵、小企酉松町各氏宅に寺島キヨ、井誠ヨキ、黒井政吉正らの毘家が

あったと言われている。

また、この当時以前にはホマワンドにも家屋があってやI'磯に入っていた。最盛時には120戸近く

の戸散を詩ったと缶えられているが、現長浜の東端に居住する人々は、ホマウンドにいた人が殆ど

であり、この地も神般に入っているために、それを入れるとその教になる。

。明治30年j~より蹄建網を経営した問中爵吉、定吉、キ夕、康三の各氏の親子の居宅と番屋があっ

F

"。

経宮者の変遷も多かったが聾澗は今も r竹郎のilIlU として暁っており、多くの漁民に利用されて

いる。

0本報告 8号でもふれた通り、音Jfの新淡から「ホマ」を頼りに来た漁夫が多かった。不漁時には

再び新淡に戻った人もいたが、描み止まった人々も多L、。これが神確に富山県出身者が多い理由と

なっている。

10、 風俗習慣

ここは昔より豪傑な人が多かった事で知られ、団結心の強いところでもある。

神社に年末年始四催し、 6 月の祭典行事への協力体制がよく、自治会内の争い事は余りみられな

い。
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その事は、自治会、漁業協同組合、学校、寺院神社等に関して桂周期間が長〈、小さ 'i問題に対

しではあまり問幽にはしない。

昔、先祖遣は辛惨な生活経験をした苦労の蓄積が人柄を温厚なものにしているようである。

凪描は「三吉さんJ 暗仰行事からくる生活様式が全体に均一化されている。

11 、 主な出来事

白熱民曹はここも閉じである。

0大正 5 年 4 月四目的路網の海難事故で漁夫29名の死亡者の出たことは人々の知るところである。

O三吉神社は 3 殴ヤマセ(車)の強風で吹き飛ばされている。前 2 回の提害の年月日は不明である

が、 3 回目は昭和 48年 6 月であった。

0戦後(年月不明}であったが子供の行方不明事件があったが未解決のまま終っている。

O雷解け水による氾艦で神磯川(空}II)周辺民家が被害にあった。

0昭和田年穆の乾燥時期に 2 戸全焼という火災があった。

0昭和田年 6 月神強制附近で車による人身事故が尭した。

0昭和田年日月 38付で、藤井幸三郎氏は消防団入団的印年と郡長、分団長、白血長の功と消防活

動の実績を認められ、勲六等単光旭目立を畳章された。

12 終わりに

感況時の級多戸散は村内各部落中軍 2 位であったが、現日主は最少戸控第 l 位である。

戦挫の一時は田植したが在時の半分に克たなかった。

それは戦前の不配時に新天地を樺太に求めての転出であった。終戦と江って再び利尻に戻り号|楊

げてきた人途である。それも現在は 1 戸だけ白居住者で再び東京へ、本 L院、小冊へと転出した。

秋田県出身者が多いという事だったが、読査していく中に末了部会もあるが!青森県出身者が以

外に多かった。

利尻町史編集室蔵

利尻町史編集室蹟

利尻町立博物館蔵

事l尻町立博物館

明情昨年以降

大正 5 年編

無一文江帯細漁民は生活に困窮したが、それだけに身軽に転出し去る夢が以外に容畠であったの

かも知れなら、

漁のない漁村の盛は悲惨である。どこまで過疎が続くのだろうか。

この調査に協力を願った方々

元井旺太郎、藤井拳三郎、辻七郎吉田蝕哉白各氏等。

宰考文献(資料)

悶仙法志村行政資料

" " 社寺明細帳

宗菩官内拓殖聾毘

利尻町立博物館年朝第 3号
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4甚大津漁業で使用していた習の潤(神械の東姻)

神破棄端の集落{司の潤が近い}
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町遂と温温の分厳点近〈か勺見る神様{西側}

神磯機とその沢(ここ tニ沃度製造工舗があり.盆踊りも符われた)

46-



工藤浄真神磯郷土It

左、吉岡産業事務所右、神畿自，台会館(曾ニの衰の丘tニ r火の見やぐら』があった}

神署捜の三吉神社(J日仙法怠村では鰻古の創立である)

-47
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待機西側にある無名川と沢.ニニに 6 戸の民震があった.

普ニニに北野屋の線香虚があり、浜"'北野星測である.
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竹舗の澗(神様の酒繍)

政泊 1 舗との神磯共凋墓地(現権"基に減少している)

白血 49
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